













































































































































































査（World Values Survey: WVS）や国際社会






















































































































に常住の 20 歳～69 歳男女










いては 2 段抽出法を採用し、1 段目の抽出単位と
しては調査地点を設定し、地点の数は 20 とした。
この 20 地点毎に 20 の個体を抽出し、計 400 の個
体を調査対象とするのが今回のサンプリング計画








































　 人口数＊ 構成比率 抽出地点数 抽出比率
黄浦区 684,931 11.8%  2 10.0%
徐匯区 1,010,537 17.5%  4 20.0%
長寧区 548,091 9.5%  2 10.0%
静安区 239,289 4.1%  1 5.0%
普陀区 693,201 12.0%  2 10.0%
閘北区 677,174 11.7%  2 10.0%
虹口区 838,862 14.5%  3 15.0%
揚浦区 1,092,197 18.9%  4 20.0%
5,784,282 100.0% 20 100.0%
＊人口数＝対象区の街道に居住の 20 代～60 代男女
　第一次抽出： 各区の人口数から街道数を確率比例、
20 地点を抽出
　第二次抽出： 各地点から 20 名（男女× 5 年齢階級
（20～60 代）× 2 名＝ 20 名）
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ないこともあり、1 地点につき 20 代・30 代・40










区 街道 区 街道 区 街道
黄浦区 老西門街道 長寧区 虹橋街道 虹口区 提籃橋街道
外灘街道 新華路街道 嘉興路街道
徐匯区 龍華街道 静安区 曹家渡街道 欧陽路街道
康健新村街道 普陀区 石泉路街道 揚浦区 五角場街道
長橋街道 長寿路街道 殷行街道








　調査期間：2014 年 11 月 1 日～11 月 23 日
　調査員　：華東師範大学学生



















































の学生である。調査人員数は、のべ 40 名（20 地
点× 2 名）である。路上での対面調査であるため




20 代＊ 30 代＊ 40 代 50 代 60 代＊＊ 合計
男性 40 （40） 40 （39） 40 （40） 40 （40） 40 （40） 200 （200）
女性 40 （41） 40 （40） 40 （40） 40 （40） 40 （40） 200 （200）
合計 80 （81） 80 （79） 80 （80） 80 （80） 80 （80） 400 （400）
＊実査時の調査対象選出ミスによって、一部のセルに計画人数からの増減がある。



















































































































a.選択肢A b.選択肢B c.選択肢C d.選択肢D

























　回答者の職業（表 4 左）は、無職が 4 分の
1（26. 3%）を占めており、次いでサービス・販
売（21. 3%）が他の職業とくらべて突出している。
従業先種別（表 4 右）では、個人企業（従業員 7
名以下）が 30.4%と約 3 割を占めており、次いで
私営企業（従業員 8 名以上）が 23.3%である。ま
た、国家公務員である国有企業は 16. 6%、外資
系企業は 12. 0% となっている。婚姻形態は未婚
78
表4　職業（N=400）と従業先種別（N=283）の回答分布（%）
職業 度数 % 従業先種別 度数 %
管理職 28 7.0 国有企業 47 16.6
専門職 39 9.8 集団所有企業 14 4.9
技師・准専門職 26 6.5 私営企業 66 23.3
事務補助員 26 6.5 個人企業 86 30.4
サービス・販売 85 21.3 外資系企業 34 12.0
農林漁業 4 1.0 港澳台資本企業 2 0.7
技能工 13 3.3 役所・公共団体 23 8.1







χ2（20）=100.11, p < . 001, Cramer’s V =.25
図2　学歴の年齢層別分布（%）







13.6 24.7 54.3 7.4
24.1 20.3 39.2 10.1
30.0 37.5 18.8 3.8
30.0 52.5 10.0 2.5 1.3
51.2 28.7 15.0 1.3









後者が約 8 割を占めている。世帯人数は 1 人が
9.0%、2 人が 27.4%、3 人が 36.7%、4 人が 11.3%、
5 人が 11.1%、6 人以上が 4.5%であった。
　学歴を年齢層でみると（図 2）、各年代でもっ
とも割合が大きいのは、20 代および 30 代では大
卒、40 代および 50 代では高卒、60 代では中卒で
あり、年齢層の低下とともに高学歴化が生じてい
表5　個人年収の年齢層別分布（元）
度数 平均 中央値 標準偏差 四分位範囲
20 代  69 48,333 48,000 48,756 74,000
30 代  71 84,465 50,000 86,314 70,000
40 代  73 64,589 50,000 62,653 69,000
50 代  75 43,863 35,000 42,372 28,000
60 代  77 46,468 36,000 50,373 20,000
全体 365 57,301 40,000 61,481 50,000
表6　世帯年収の年齢層別分布（元）
度数 平均 中央値 標準偏差 四分位範囲
20 代  40 107,375 100,000 68,230 100,000
30 代  60 151,933 112,500 122,567 140,000
40 代  65 127,908 96,000 138,892  67, 500
50 代  56 110,375 80,000 104,451  70, 000
60 代  57 125,825 90,000 101,207  85, 000
全体 278 126,180 98,000 113,116  90, 000
χ2（12）=63.10, p < . 001, Cramer’s V =.23
図3　現在の戸籍種別の年齢層別分布（%）








43.0 2.5 26.6 27.8
43.8 3.8 17.5 35.0
65.0 1.3 18.8 15.0
81.3 11.3 7.5
52.5 22.8 22.8






















び 40 代の中央値が 50,000 元でもっとも高いが、
それぞれのばらつきを比較すると 30 代のほうが
大きい。次いで中央値が高いのは 20 代の 48, 000
元である。
　世帯年収を年齢層でみると（表 6）、30 代の中
央値が 112, 500 元でもっとも高く、次いで 20 代
の 100, 000 元である。ただし、ばらつきがもっと








～「下」の 5 件法である。2010 年調査では当該
項目を測定しなかったため、東京圏のデータは
2007 年調査のものを用いた4）。
　上海市（N= 397）と東京圏（N= 1, 083）の階
層帰属意識には有意な分布の違いがあった（χ2
（4）=50.71, p<.001, Cramer’s V=.19）。残差分析
の結果では、上海市の回答は「中の上」が有意に
少なく（z=− 5.38, p<. 001）、「中の下」（z=2. 70, 







χ2（4）=50.71, p < . 001, Cramer’s V =.19
注：東京圏は 2007 年調査のデータ。
図4　階層帰属意識の回答分布（%）































上海市 43.9 27.8 19. 5 8. 8 399 134.16 <.001 .25
東京圏 17.3 45.0 27. 6 10. 1 1, 743
仕事（勉強）よりも余
暇に生きがいを感じる
上海市 33.6 30.8 27. 5 8. 1 396 35.66 <.001 .13




上海市 18.7 19.0 37. 2 25. 1 395 140.63 <.001 .26




上海市 42.5 36.2 14. 2 7. 1 395 92.07 <.001 .21




上海市 48.5 32.3 14. 1 5. 1 396 448.31 <.001 .46
東京圏 8.3 27.7 47. 2 16. 7 1, 741
人とは一味違う個性的
な生活を送りたい
上海市 33.6 31.8 22. 6 12. 0 399 172.94 <.001 .28





上海市 23.7 28.0 24. 9 23. 4 397 63.97 <.001 .17
東京圏 17.7 43.1 28. 3 10. 9 1, 742
慣習にとらわれずに自
分の行動を決めている
上海市 51.8 31.5 13. 2 3. 6 394 320.31 <.001 .39
東京圏 12.8 40.3 39. 3 7. 6 1, 736























































































N χ2（3） p V
人とは違った個性的な
ものを選ぶ
上海市 34.0 26.3 26. 0 13. 8 400 103.38 <.001 .22
東京圏 13.5 33.7 40. 7 12. 1 1, 739
流行や話題になってい
る商品を選ぶ
上海市 21.2 22.2 34. 0 22. 7 397 131.46 <.001 .25
東京圏 4.5 28.6 44. 5 22. 5 1, 737
少し値段が高くても、
品質のよい商品を選ぶ
上海市 52.3 31.9 10. 6 5. 3 398 174.10 <.001 .29




上海市 30.3 28.6 27. 1 14. 0 399 199.74 <.001 .31




上海市 65.4 28.0 4. 0 2. 5 396 64.11 <.001 .17




上海市 42.5 29.1 16. 8 11. 6 398 79.48 <.001 .19




上海市 57.9 33.2 5. 8 3. 0 394 156.66 <.001 .27




上海市 33.8 28.7 21. 9 15. 6 397 281.73 <.001 .36
東京圏 6.8 18.7 40. 2 34. 4 1, 733
いろいろなお店を見て
まわるのが好きだ
上海市 30.6 22.1 23. 3 24. 1 399 34.80 <.001 .13
東京圏 30.5 31.9 24. 3 13. 3 1, 738
新しい商品が出るとほ
しくなる
上海市 15.0 14.5 34. 4 36. 1 393 34.24 <.001 .13
東京圏 6.8 21.7 34. 9 36. 6 1, 736























2008 年 6 月より小売店でのレジ袋（塑料袋）使
用が有料化されており、消費者が買い物袋を持参
することが定着している。上海市では、「上海市
















レジ袋ではなくマイバッグを使う 63.0 47.1 33. 11 <.001 .12
必要なものを必要な量だけ買う 60.0 60.8 0. 10 . 758 . 01
地元産・旬のものを選ぶ 40.0 40.9 0. 10 . 746 . 01
包装が簡素な商品を選ぶ 34.8 18.7 49. 40 <.001 .15
再生紙などのリサイクル商品を選ぶ 22.0 15.5 9. 90 . 002 . 07
シャンプーや洗剤などは詰め替え用の商品を選ぶ 26.5 78.3 405.36 <.001 .43
長く使えるものを選ぶ 52.8 59.2 5. 52 . 019 . 05
家電製品などは、省エネルギー型のものを選ぶ 62.0 55.8 5. 10 . 024 . 05
環境ラベルがついた商品を選ぶ 42.3 22.2 67. 80 <.001 .18
環境配慮に取り組んでいる店舗や企業の商品を選ぶ 24.3 11.7 42. 31 <.001 .14
リサイクルショップやフリーマーケットを利用する 7.8 15.0 14. 64 <.001 .08
フェアトレードの商品を選ぶ＊ 12.3 6. 9 13. 05 <.001 .08















































































































を母集団とし、無作為標本 3, 200 件に実施した郵
送調査である。有効回収数は 1,089 件であった。
 5） 2010 年調査は、東京圏（新宿駅を中心とする
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